
テテンンダダーーＸＸ線線タタイイココググララフフィィでで世世界界最最高高のの空空間間分分解解能能をを達達成成

  －－33GGeeVV 高高輝輝度度放放射射光光施施設設 NNaannooTTeerraassuu をを用用いいたた初初のの学学術術論論文文－－  

当センター滝沢寛之教授、髙橋慧智助教らの共同研究グループがプレスリリースを発表いた

しました。プレスリリース詳細は本学 HP からご覧ください。 

後後藤藤英英昭昭准准教教授授のの論論文文がが情情報報処処理理学学会会  JJIIPP  ににてて、、  

22002244 年年度度特特選選論論文文にに選選定定さされれままししたた  

後藤英昭准教授の論文が、情報処理学会 JIP (Journal of Information Processing) 編集委

員会にて、2024 年度特選論文に選定されました。この表彰は、同誌の掲載論文のうち、優秀な

上位 10%のものに授けられるものです。 

【対象論文】 

-ネットワークローミングシステム向けの中断耐性のあるローカル認証方式-

Disruption-tolerant Local Authentication Method for Network Roaming Systems 

Hideaki Goto (Tohoku University) 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ipsjjip/32/0/32_407/_article 

【JIP 特選論文 (一覧)】 

https://www.ipsj.or.jp/english/organization/aboutipsj/award/ssp_award.html 

【研究の概要】 

学術系の eduroam や、市民向けの OpenRoaming などの、安全な無線 LANローミングシステムが普

及してきています。従来のローミングシステムでは、利用者認証のたびに遠隔にある認証サーバ

へのアクセスが必要なため、インターネット接続が一時的に途切れることのある航空機などへの

展開が難しい問題がありました。本研究では、電子証明書とメッセージ認証、および、電子署名

を組み合わせた「ローカル認証方式」を開発しました。これにより、上流のネットワーク接続の

ない場所でも安全な局所ネットワーク利用を可能とし、複数の通信事業者にまたがるローミング

も実現しています。提案手法は、現在普及している技術で即時実現できるもので、既存のローミ

ングシステムとの互換性も維持しています。この研究成果は、機内 Wi-Fi の安全性向上と品質改

善、ローミング対応によるサービス向上のほか、ネットワークが部分的に損壊した被災地におけ

る安全な無線 LAN 利用環境の実現、および、地域ネットワークの強靭化などにも、応用が期待さ

れます。 
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https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2024/05/press20240509-01-tender.html

	［共同研究成果］ 
	「かぐや」月レーダーサウンダー：FDTDアンテナシミュレーション及びキルヒホッフ近似月面観測シミュレーション

	［JHPCNシンポジウム］

	JHPCN学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点第16回シンポジウム報告
	令和6年度JHPCN採択課題ポスター紹介

	［お知らせ］ 
	2024年度サイバーサイエンスセンター講習会のご案内

	［利用相談室便り］ 
	2024年度の利用相談について
	新テクニカルアシスタントの紹介

	［報 告］ 
	令和5年度全国共同利用情報基盤センター顕彰について
	テンダーＸ線タイコグラフィで世界最高の空間分解能を達成
	後藤英昭准教授の論文が情報処理学会 JIP にて、2024年度特選論文に選定されました
	後藤英昭准教授がWireless Broadband Alliance(WBA)にてContributor Award 2023を受賞

	［スーパーコンピュータAOBAのお知らせより］ 
	ナノテラスDX利用促進課題の募集について
	AOBA Users’ NEWS 「AOBAの杜（あおばのもり）」Vol.4,Vol.5の紹介

	SENAC 執筆要綱
	スタッフ便り



